
「私的所有権」の根拠は何

この人類にとっての根源的な

専らとする学究として、不思議

「わたしは神」「あなたたちは皆兄弟」、

この信仰の原点に立ち帰らなければ、キリスト教はキリスト教でなくなる。

と同時に、この同じ原点に立てなければ

真理も正義も、科学も

それらすべての実りである平和も成り立たず、

本来の目標達成も覚束ない。

この書は、上記課題を、各分野の専門家にも通用するかたちで、詳述した。

（帯の言葉案文より）

権利あっての秩序、私的所有権あっての人間活動、しかし、最も根源的で神聖視されている所有権とそ

れによる既成秩序を正当化できるいかなる権原があるのか、この核心を回避不問に付して、人間活動の理

性的自覚化を自称する学問科学では、真理とも

るにすぎないのではないのか。科学的営為はいうに及ばず、人類秩序の再構築を志向する平和の実現には、

不条理な原理原点を無自覚なままに放置することは許されることではない。この原点の覚醒なくして人間

社会に秩序なし、正義なし、平和なし、勿論科学なし

「いったいあなたの持っているもので、いただかなかったものがあるでしょうか。

もしいただいたのなら、なぜいただかなかったような顔をして高ぶるのですか。」（聖書）

キリスト者でもあってもなくても、宗教者であれば、生命も持ち

の」と公言し、科学者であれば「人間みな平等」「権利は生来、普遍的」を前提

富者と貧者の天地の差を、あるいは無自覚なままに放置し、あるいは疑問に思っても諦め

原点に返り、真実に目覚めることこそ、神の子への一歩ではないのでしょうか。
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キリスト者でもあってもなくても、宗教者であれば、生命も持ち物も「すべては神の恵み」とか｢預かりも
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